
東海大学付属甲府高等学校

分野 重点目標 成果と課題 評価 改善策

学
校
運
営

学校運営方針や教育目標は概ね全教職員の共通認識
が図られている。しかし、今年度は改革初年度であった
が、残念ながら定員（280名）の確保ができなかった。こ
のことは中学校・塾・保護者・中学生への説明を行った
が、結果的に充分理解してもらうことが出来なかったと思
われる。

3.9

教職員が一丸となり改革に向け取り組んで
いく必要がある。また、「伸ばせ人間力」の
スローガンのもと人間教育もしっかりと行っ
ていく。

教
育
目
標
の
推
進

東海大学の精神をしっか
りと理解し、情熱と愛情を
持って教育目標達成を目
指す。

コロナ禍の中ICT教材を活用したリモート授業を行いなが
ら必ずしも十分ではなかったが、概ね教育環境を確保す
ることが出来た。教員も初めての経験の中、各教科を超
えた協力で教員が一丸となり取り組む事が出来た。更に
来年度以降も続くであろうコロナ対応に向け今年度以上
の努力が必要である。

4.0

改革2年目の次年度に向け更に教職員が
協力し一丸となり生徒と向き合うことが求め
られる。色んな行事が中止や延期、縮小す
るなかで、生徒が充実した学校生活を送る
ことが出来るよう、みんなで知恵を絞り、意
見を出し合いコロナとの共存を図っていく。

学
習
指
導

自ら学ぶ姿勢を身に付
け、基礎学力の定着を図
る

ICT教材を活用し、毎週課題配信を行った。提出率もよ
かった。行った課題の知識を着実に定着していくことが
課題である。また、特進コースでのスタディサプリEnglish
の導入や全校生徒がGTECを受験するなど英語教育を
今後も充実させていく。

3.6

タブレットを活用した授業実践に一層取り組
み、より分かりやすく、効果的な基礎学力定
着を目指す。さらに定期的に課題、小テスト
を行うことで家庭での学習習慣を促す。

生
活
指
導

「挨拶・身だしなみ」を基本
方針とし、これを実行して
落ち着きある学校にして、
生徒指導案件の減少（15
件、20人以下）を目標とし
た。

　身だしなみにに関して、生徒はきちんとやっており厳し
く指導されているとの事だが、教員は3.7と4.0に届いてお
らずまだまだ指導できていないという意識であった。教員
によってばらつきがあり、やっている生徒は不満を抱えて
いるのではないかと感じる。生徒指導案件に関しても、
19件24人（2/21現在）と目標をオーバーしてしまい、力の
無さが出た。特にSNSでの問題が多かった。
　教員の指導の差を無くすこととSNSの使用の恐さを生
徒に伝えることが今後の課題である。

4.2

　朝のHR等で、生徒指導部や学年主任が
クラスに回り、学年・クラスで差が無いよう
注意や指導を行う。
　SNSの恐さを定期的に生徒に伝え、使い
方を間違わないよう指導する。

（
委
員
会
な
ど

）

特
別
活
動

コロナ禍においてできるこ
と模索し、実行していく。

生徒に委員会に所属していることを自覚させ、活動を取
り組むことを通して責任感を育むことができた。しかし、
一部の委員会ではポスター作製のみなど仕事を、模索、
実行することができなかった。

3.5

教員一人ひとりが委員会に対して、熱意を
もって取り組むことが必要である。コロナ禍
ということもあり、活動が制限されているこ
とも理解できるが、模索することを放棄して
いる。活動の具体例を提案することで、道
筋をたてていきたい。

（
部
活
動

）

特
別
活
動

①部活動を通して充実し
た学校生活を送る

②強化部の全校大会出場

①教員・生徒・保護者のどれも熱意をもって指導に当
たっているという評価が得られているので良いと思う。た
だ、生徒にとってはコロナの影響で部活動の禁止や様々
な制限があり、ストレスに感じた生徒も少なくないと感じ
る。そんな環境の中でも生徒達は辛抱強く我慢をしてく
れ、感謝したい。
②2021年度は、柔道部の団体12連覇と個人7階級制覇、
チアダンス部のKick部門全国3位、男子バスケットボール
部の総体県初優勝と全国大会出場。個人ではアーチェ
リー部の土橋と桑原が全国大会出場、ウエイトリフティン
グの志村涼風が全国6位など、多くの好成績を収めた。

4.2

①に関しては、今まで通りかそれ以上の熱
意を持ち、部活動と人間育成に取り組んで
欲しいよう伝える。またコロナ対策や働き方
改革により、時間等の制限がかかってくると
思うが、それをきちんと守りその中で効率の
良い練習を行い、良い結果に繋げてもらい
たい。

②2022年度は、もっと多くの部活が全国に
出ることを目指したい。

進
路
指
導

進路指導を充実させ、付
属推薦の達成値を実現さ
せる
学年毎の進路目標を達成
させることができる

2021年度付属推薦による進学者数は83名（31.4％）で
あった。コロナ禍において、経済状況の急激な悪化によ
り、進路変更を余儀なくされたケースが多くみられた。
学年ごとの進路指導行事として、１年生は、高校現代文
明論の授業とリンクした働くことの意味を学ぶ進路学習
会と進路適性診断を行った。２年生は、進路適性診断を
実施し、結果を参考にしながら付属推薦に向けた取り組
みと、WEBオープンキャンパスや学科説明会での学科理
解を深めた。３年生は外部講師を招いて、小論文対策講
座や就職支援セミナーを一定期間実施し成果を上げた。
保護者に対しては、東海大学の冊子を家庭でも常に閲
覧できるように配布の機会を増やし、三者懇談を利用し
クラス担任から進学に関する説明を行った。教員研修会
において、新しい調査書の記入・記録方法や東海大学付
属推薦に関する情報伝達を実施した。また学科理解の
ために、進学決定者のWEB説明会への参加協力をお願
いした。

4.0

今年度の評価結果を見ると、生徒のポイン
トは4.1と良くなってきているが、保護者のポ
イントは「進路に関する情報が十分に知らさ
れていると思いますか。」「進路に関する指
導・面談が十分に行われていると思います
か。」の設問に対して、それぞれ3.6と低い
評価であった。来年度は、家庭郵送文章や
学校のwebページを活用して進路に関する
情報を配信し状況を改善していく。また、先
生方に進路に関する様々な情報を積極的
に発信し、生徒への指導に活用してもらえ
るように働きかけていく。

校
友
会
活
動

地
域
連
携

保護者や関係者との協力
関係を推進する

新型コロナウィルスの影響で対外的な諸活動を行うこと
ができなかった。学校の様子についてはホームページの
リニューアルを図り、更新回数を増やすとともに、ＳＮＳ
（インスタグラム）を通じての情報発信に努めた。 4.1

校友会との連携をこれまで以上に強化する
とともに、学校施設の周辺地域との信頼関
係を構築し、学校・校友会・地域社会が一
体となり学校運営ができるよう努める。
ホームページについては、さらに更新回数
を増やし情報発信に努めていく。
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